
　雄大な日本海を眼下に見渡す「柏崎海洋センター シーユース雷音」
は、柏崎地方の三大民謡の一つである「三階節」の一節に登場する雷を
名前の由来としている柏崎市の公共施設である。スポーツ合宿・ビジネ
ス合宿にも利用可能な宿泊施設であり、会食・ランチ・バーベキューな
どの食事と入浴も楽しめる。
　その柏崎市では、「限りある資源とエネルギーをかしこく使って、持続
可能な地域社会を目指します」を基本目標とした「柏崎市地球温暖化対
策実行計画」を策定、市民・事業者・行政が一体となって地球温暖化対策
に取り組んでいる。
　今回は、その取り組みの重点プロジェクトとしての検討をきっかけに、
ガスエンジン・コージェネレーション（以下、コージェネ）の導入を含む既
設改修により「ZEB Ready」を達成した「柏崎海洋センター シーユース
雷音」について紹介する。

コージェネ導入のポイント
柏崎市の地球温暖化防止への 
取組み
補助金・ESCO事業活用
ZEB化改修工事における 
コージェネ導入
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既設改修における「ZEB Ready」達成に
ガスコージェネが貢献

柏崎海洋センター
シーユース雷音

■ 施設概要
所 在 地 新潟県柏崎市西港町12番11号

建物規模 地上3階

構 造 鉄筋コンクリート造

面 積 延床面積：2,949㎡

開業年月 1997年7月

客 室 数 33室（宿泊人数：80～100名）

K a s h i w a z a k i  K a i y o u  C e n t e r
S e a  Yo u t h  L i o n

Case2

柏
崎
市
の

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

取
組
み

　

柏
崎
市
で
は
、
２
０
０
８
年
の
温
対
法
改

正
を
受
け
、
２
０
１
３
年
３
月
に
「
柏
崎
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）」
を
策
定
、「
柏
崎
市
第
四
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」「
第
二
次
柏
崎
市
環
境
基

本
計
画
」
の
理
念
を
ふ
ま
え
て
、
先
に
記
述

し
た
基
本
目
標
と
５
つ
の
基
本
方
針
、
28
の

施
策
を
掲
げ
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
た
（
２
０
１
７
年
に
改
訂
実
施
）。

　

そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、

「
柏
崎
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
熱
利
用
複
合
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け

た
事
業
化
可
能
性
調
査
」
を
２
０
１
４
年
度

に
実
施
し
た
。
結
果
と
し
て
、
事
業
化
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
別
に
市
が
推
進
す
る

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
の
改
修
モ
デ
ル
施
設
に
、

設
備
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
た
同
施
設
が
合

致
し
た
。

ガスエンジン・コージェネ（35kW×2台）

SDGs コージェネ

取材・文：深澤 幹夫

10Co-GENET Vol.25



コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム

モ デ ル 名 CP35D1-TNJG

燃 料 種 別 都市ガス

定 格 出 力 35kW

台 数 2台

廃 熱 回 収 温水温度：80℃
回収熱量：56.9kW

効 率 総合：88.0％／発電：33.5％
廃熱回収：54.5％

月
曜
日
の
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
か
ら
金
曜
日
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
の
実
質
４
日
間
の
み
で

行
い
、
営
業
へ
の
影
響
を
極
力
少
な
く
す
る

工
夫
な
ど
も
行
っ
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
お
け
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入

　

今
回
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
工
事
で
は
、
マ
イ

ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
（
35 

kW
×
２
台
）
導
入
、

そ
れ
に
伴
う
熱
源
関
連
設
備
（
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク
導
入
、
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導
入
、
温
水

器
更
新
）
が
再
構
築
さ
れ
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ

廃
熱
利
用
先
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
を

介
し
た
空
調
需
要
用
と
熱
交
換
器
を
介
し
た

一
部
の
給
湯
用
需
要
で
あ
る
た
め
、
季
節
・

時
間
帯
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
転
台
数
を
変
更
さ

せ
る
こ
と
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
つ
な
げ
、

そ
の
他
の
改
修
工
事
（
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

二
重
サ
ッ
シ
、Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
装
置
の
導
入
な
ど
）

と
あ
わ
せ
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒｅ
ａ
ｄｙ
」
を
実
現
し

た
。
こ
れ
ら
一
連
の
取
組
み
で
、
シ
ー
ユ
ー

ス
雷
音
さ
ま
建
物
全
体
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
は
、
９
６
５
４
GJ
か
ら
、
６
６
２
３

GJ
へ
約
30
％
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
評
価
対
象
範
囲
で
は

約
50
％
）
の
削
減
を
実
現
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
に
つ
い
て
は
、
５
３
０
ｔ
か
ら
３
４
６
ｔ

へ
、
こ
ち
ら
も
約
35
％
と
大
幅
に
削
減
し
た
。

　

そ
の
う
ち
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
と
熱
源
設
備

改
修
も
あ
わ
せ
た
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
量

は
、
想
定
値
と
な
る
が
、
約
１
０
０
０
GJ

と
な
り
、
今
回
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄｙ
」

達
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
初
年
度
か
ら
光
熱
費
削
減
の
目
標
を
達

成
し
、
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
を
実
現
し
た
本

施
設
で
は
、
環
境
メ
リ
ッ
ト
と
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

３
ヶ
月
に
１
回
、
導
入
さ
れ
た
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
報
告
会
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
最
適
運
転
を
求
め
た

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
も
導
入
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
電
力
デ
マ
ン
ド
、
デ
フ
ロ
ス
ト
運

転
な
ど
も
考
慮
す
る
こ
と
が
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

の
ポ
イ
ン
ト
と
の
こ
と
。

　

環
境
性
・
経
済
性
の
両
立
を
達
成
し
た

「
シ
ー
ユ
ー
ス
雷
音
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
」
は
、
柏

崎
市
の
他
施
設
へ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。
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2台運転 1台運転

■ エネルギーフロー図
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ガスエンジン・
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（35kW×2台）

　

具
体
的
に
は
、
市
の
環
境
政
策
課
と
施
設

を
所
管
す
る
商
業
観
光
課
が
連
携
し
、
環
境

メ
リ
ッ
ト
と
光
熱
費
削
減
に
よ
る
経
済
メ

リ
ッ
ト
の
両
立
を
目
指
す
両
課
協
業
に
よ
る

検
討
が
開
始
さ
れ
た
。

補
助
金
・

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
活
用

　

市
の
予
算
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、
補
助

金
活
用
を
前
提
と
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
い

う
ス
キ
ー
ム
で
の
予
算
化
と
な
っ
た
。

　

柏
崎
市
で
は
、
以
前
よ
り
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

の
活
用
・
導
入
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
宿
泊
施
設
な
ど
へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は

効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
応
募
要
項
に
、
補
助
金
不
採

択
時
、
も
し
く
は
採
択
さ
れ
て
も
市
の
負
担

増
と
な
る
場
合
は
事
業
化
し
な
い
こ
と
と
し
、

補
助
金
の
活
用
を
前
提
と
し
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
選
定
後
に
補
助
金
採
択

も
決
定
し
、
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ
る
の
だ

が
、
宿
泊
施
設
な
ら
で
は
の
課
題
も
発
生
し

た
。
補
助
金
活
用
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も

工
事
期
間
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か

つ
、
宿
泊
施
設
と
し
て
書
き
入
れ
時
と
な
る

年
末
年
始
も
工
事
期
間
か
ら
外
し
た
い
。
事

前
の
綿
密
な
計
画
と
、
後
付
け
サ
ッ
シ
に
よ

る
複
層
化
な
ど
の
工
事
の
工
夫
を
行
い
、
無

事
に
予
定
の
工
事
期
間
で
終
了
さ
せ
た
。
余

談
に
は
な
る
が
、
熱
源
機
器
類
の
改
修
は
、
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